
 

藤沢市請負工事成績評定要領 

 

                         制 定 平成１５年１１月１日 

 （目的） 

第１条 この要領は、藤沢市の所掌する請負工事成績評定（以下「評定」という。）

に必要な事項を定め、公共工事の品質の確保を図るため厳正かつ的確な評定を実

施し、もって請負業者の適正な選定及び指導育成等に資することを目的とする。 

 （評定の対象） 

第２条 評定は、一件の請負工事金額が１３０万円以上の請負工事についておこな

う。  

 （評定者） 

第３条 工事成績の評定者（以下「評定者」という。）は、監督員及び主任監督員、

総括監督員並びに検査員とする。 

 （評定の方法） 

第４条 評定は、工事ごとに行う。 

２ 評定は、工事成績採点表兼工事検査調書により行う。 

３ 評定は、監督または検査において確認した事項に基づき、工事成績採点の考査

項目の考査項目別運用表に従って的確かつ公正におこなう。 

 （採点表の提出等） 

第５条 監督職員は、総括監督員の評定後、すみやかに工事完成報告書とともに検

査担当課長に提出する。 

２ 検査員は検査後に、評定点の合計点を算出し検査担当課長に報告する。 

３ 手直し工事確認後の評定は行わない。 

 （評定点の通知） 

 第６条 当該工事の評定結果による結果を受けた検査担当課長は、工事成績評定

結果を遅滞なく請負者に通知する。 

２ 評定点の通知は、完成検査のみ行う。 

 （説明請求） 

 第７条 通知を受けた請負者は、受理した日から１４日以内に書面により、検査

担当課長に評定点について説明を求めことができるものとする。 

 （説明請求に対する回答） 



 

第８条 検査担当課長は、通知書を受けた請負者から評定点についての説明を書面

により求められた場合には、速やかに書面により回答するものとする。 

 

       附 則 

  １ この要領は、平成１５年１１月１日から適用する。 

２  この要領は、平成１５年１１月１日以降新たに発注し契約した請負工事の出

来形および完成検査等において適用する。 


